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２２．八尾小学校区  八尾市の未来を語るタウンミーティング（開催日時：平成２１年２月２２日）での意見への対応状況 

市民のみなさんからのご意見 市長説明 
対応状況と今後の方向性 

（平成 21年 4月現在） 

① 子どもの学力・体力について 

○ 橋下知事が学力、体力の低下に嘆いてお

られたが、府内で八尾の位置はどれくら

いですか。先生方も学力の向上に向け努

力はされていると思いますが、体力の向

上については、教育センター閉館もあ

り、運動する場所も限られ、指導者が活

躍できる場所はあるのでしょうか。子ど

もたちの体力の向上に向けて、各小学校

の校庭、体育館をできるだけ開放してい

ただけないでしょうか。 

 

 

○ 今は道端の空き地でスポーツできる時

代ではなく、身近では難しいが、できる

だけスポーツができる場を提供してい

きたいと考えています。 

○ 教育センターの閉館に対する代替施設

については、学校などを活用していける

ように調整しています。 

○ 元八尾南高校の跡地については、体育館

とグランド部分を市が購入し、防災公園

として整備していきますので平常時は

ご活用いただきたいと考えています。 

○ 久宝寺緑地の拡張を府が進めており、府

と協力していきたいと思います。 

○ 府は新家町に 5万トン規模の調節地を整

備しています。上面利用について平成 21

年度完成をめざし、府と共に整備してい

きますので、フットサルなど色々なスポ

ーツができると思います。 

 

 

○ 平成 20 年度の全国学力・学習状況調査の結果は、八尾市の学力

は、ほぼ、全国平均と大阪府の平均値の間にあります。基礎基

本の学力はもちろんのこと、教科で学んだ知識・技能を様々な

場面に活用したり、課題解決のために応用したりする力の向上

にむけて、今後も、各学校での教育実践を深めてまいります。 

○ 平成 20 年度の全国体力・運動能力調査の八尾市内の小中学校児

童・生徒の平均は、ほぼ全国平均と並ぶものでした。 

○ 指導者につきましては、本市では、地区福祉委員会や八尾市体

育連盟からの推薦を基に八尾市体育指導員として委嘱し、地域

のスポーツコーディネーターとしてニュースポーツの普及活動

や世代間交流事業等に取り組んでいます。 

 また、まちの中の達人として、スポーツボランティアを充実

させ、指導・運営の両面で活動主体となる人材を育成し、学校

部活動等学校教育と連携することにより、スポーツを通じて地

域が青少年の健全育成に関わってゆく環境を整備しておりま

す。 
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（中原教育長） 

○ 八尾市の学力は、全国レベルの標準値と

大阪府レベルの標準値の真ん中ぐらい

です。基礎能力は平均レベルですが、応

用能力、活用能力が全国レベルに達して

いません。この部分は家庭学習の中で、

復習などを通して身につくものですが、

八尾市では家庭学習の時間が少ないた

め、ご家庭の協力をいただきたいと思い

ます。 

○ 現在、小・中学校、幼稚園が連携して、

学力を向上させる取り組みを進めてお

り、地域をあげて各学校区で取り組みを

されています。 

○ 体力の向上については、塾での学習等の

影響もあり、体を動かす機会が減ってい

ます。校庭・体育館の開放については、

開放委員会という団体を作り検討をし

ています。 
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②（１）八尾市の市政について（財政） 

○ 八尾市の財政上、市民一人当たりの借金

はどのくらいですか。返済計画はどうな

っていますか。歳入確保を図る方策はと

っていますか。 

 

 

 

○ 市民一人当たりの借金は、約 80 万円で

す。地方債は、数年間に渡って負担をし

ていくため、世代間の負担の公平化を図

るという目的もあります。もちろん、そ

の半面、大きな借金を次の世代に引き継

がないことも大切です。 

○ 八尾市の税金が高いといわれることが

ありますが、基本的には全国統一の制度

です。サービスが異なるのは、水道料金

や公共交通機関の利用料金などです。現

在、歳入確保については、封筒への広告

印刷など様々な取り組みを進めていま

すが、一挙に税収を上げるのは難しいと

考えています。 

 

○ 平成 20 年度末時点で市民一人当たりの借金は、約 80 万円です。

今後の残高の推移については、毎年の元金償還額が借入額を上

回るため減少が続くと見込まれます。今後もさらに事業の精査

を行うとともに、繰上償還などにより、残高の減少に努めてま

いりたいと考えています。 

○ 歳入の確保策としましては、地方税の安定的確保及び収納率の

向上、未利用地の有効活用、受益と負担の公正性の確保、広告

収入など、計画的に財源確保のための取り組みを進めてまいり

たいと考えております。 

②（２）八尾市の市政について（議員定数） 

○ 市会議員の数が多いのではないかと思

います。 

 

○ 地方自治は二元代表制であり、市議会に

は、行政へのチェック機能が求められて

おります。議員定数については、市議会

自らが検討されるものです。 

 

○ 現在、地方議会に対しては、行政に対する監視力の強化や、よ

り広範な市民意見の市政への反映などが期待されている中、議

員定数については、地方自治法において議員定数の上限が定め

られており、八尾市の人口規模の場合３８人となっています。 

 一方で、現在、議員定数削減等による経費削減効果も求めら
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れており、八尾市議会については、こうした流れを受け、市議

会みずからが議会構成等調査特別委員会などを設置して検討が

行われてきました。近年では議員定数を３４人から３２人に減

じる条例が可決され、平成１９年の一般選挙から新しい定数が

適用されています。 

②（３）八尾市の市政について（学校） 

○ 八尾小学校では、夏場の授業が暑くて勉

強に集中できにくい環境ではないでし

ょうか。八尾小学校は、市庁舎の隣にあ

り風通しも悪くなっているとも思いま

す。 

○ 扇風機も良いが、クーラーを設置すべき

ではないでしょうか。 

○ 子どもたちは、夏場に水筒のお茶がなく

なると、学校の水道水は飲むなといわれ

ているため大変困っているそうです。 

 

○ 学校教室にクーラーを望むご意見と、子

どもたちの健康やＣＯ₂の削減も考えク

ーラーは不要というご意見があります。

クーラーを設置すると、20 億円ぐらい

で、扇風機では１億 5000 万円ぐらいの

予算が必要となります。 

（中原教育長） 

○ 学校の水道水は飲めます。お腹を壊した

という話は聞いてはいません。 

（野村水道事業管理者） 

○ 現在、学校の水はすべて貯水槽の水を利

用しています。八尾市の水道水は高度処

理水であり、大変すぐれたものですの

で、貯水槽を介さずに直接、蛇口から給

水できるような方法を検討中です。 

 

○ 地域活性化・生活対策臨時交付金を活用し、平成２１年度中に

全学校の全普通教室への扇風機設置を実施する予定です。 

 

○ 普通教室のクーラー設置につきましては、財政状況等を考慮す

ると、現時点では困難であると考えています。 

 

○ 学校の水道水は、貯水槽を利用しておりますので、残留塩素濃

度の関係があり、飲料は控えていただいておりますが、現在給

水方法の改修について、関係各課と協議中でございます。 
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③（１）八尾市の市政について（教育） 

○ 八尾に住んで 46 年になります。自慢で

きる街にしたいと思っていますが、マナ

ーが悪いといわれることがあります。し

つけは親がすることであり、学校の先生

は学力の向上に努めるべきと思います。

親の役割を再認識していただきたいの

で、コミュニケーションの場を設けて欲

しいと思っています。給食代を払わない

家庭もあるようですが、いかがなもので

しょうか。 

 

 

○ 八尾に住んでいると「いいところに住ん

でいるね」と言われるまちにしたいと考

えています。橋下知事にも若ごぼうをア

ピールしたり、九州の小学校と久宝寺小

学校とで、衛星を用いた授業も行ったり

しました。いろいろな手法で八尾をアピ

ールしていきたいと考えています。 

○ 府内 64 の警察署の中で、ひったくりに

ついて４番目に多いのが八尾で、警察、

行政、地域が連携して取り組まなければ

ならない課題です。市民活動支援基金、

安全安心基金を使って進めてほしいと

考えています。自転車事故の割合はふつ

うは３割ぐらいですが、八尾市では４割

ぐらいあります。自転車マナーの向上も

大切と思っています。 

○ タバコのポイ捨ても多く、できれば平成

21 年度中に、八尾市全域を対象とした

“ポイ捨て禁止条例”をつくりたいと思

っています。 

 

○ 八尾市では教育重点目標で、知徳体のバランスの取れた人間の

育成を掲げるとともに、中学校区を単位とした教育コミュニテ

ィーの構築も掲げています。今後とも、子どもたちの健全育成

について学校・家庭・地域が協力していくよう努めてまいりま

す。 

○ 給食の実施に必要な経費については学校給食法により区分され

ており、食材費については保護者負担とされています。本市の

給食費については、各学校が保護者より徴収し、学校毎に一括

して八尾市学校給食会に納付しており、徴収率は約 99.7%となっ

ています。また、各学校が保護者と連絡を取るなかで、分割納

付や就学援助制度の紹介等を行い、未納の解消に努めています。 
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○ 八尾市の場合、高い割合で給食費は払っ

ていただいています。他にも 31もの様々

な債権があり、平成 20 年 4 月に債権管

理課を立ち上げ、滞納者対策を進めてき

ています。現状では約 52 億円の滞納額

があります。一番滞納額が大きいのは、

国民健康保険で、２番目が税金となって

います。 

○ 学校規模の適正化の検討も進めていま

す。 

③（２）八尾市の市政について（水道） 

○ 水については、淀川の水だけを頼るので

はなく、山の水を頼りにできるか知りた

いです。 

 

○ 八尾市は水には恵まれていると考えて

いますが、地下水は鉄分が多く、飲用に

は適さないと聞いています。 

 

○ 一般的に危機管理の観点からは、複数の水源を確保することは

非常に重要なことと考えています。しかしながら、山地からの

湧き水等では、非常に水量が少ないうえに、飲用しても良いよ

うに浄化し、送水する費用が相当かかることから、現実的には

水源として活用することは困難と考えられます。 

③（３）八尾市の市政について（総合計画） 

○ 市長は、八尾市株式会社の社長という顔

と公僕という顔と２つの側面をもって

います。総合計画は 10 年計画であり、

市長も行政に責任もって携わるために

 

○ 八尾市の税収としては、約 400 億円で、

法人からは約 45 億円。同規模の寝屋川

市と比べると法人部分は倍ぐらいとな

っています。法人の発展は、そこに雇用

 

○ 現在、新総合計画（平成２３～３２年度）の策定を行っている

ところですが、少子高齢化や経済状況の悪化など自治体を取り

巻く環境は八尾市に限らず厳しい状況です。八尾市の大きな特

徴の一つは、企業が多くオンリーワンの企業もあることですの
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は、10 年は続けて欲しいです。八尾市の

収入を増やすことを考え、中小企業のノ

ウハウもお聞きし、そういった取り組み

を進めてほしいです。儲けておれば、給

料が高くても胸をはっていけると思い

ます。 

を生むことにもなり、これからも産業振

興につながる取り組みを進めていきた

いと考えています。 

で、それらの強みを活かした取り組みを考えていきたいと考え

ています。 

 

④ 町会加入について 

○ 町会には入っていないが子ども会には

入りたいという世帯があります。町会の

システムが分かっていないと、役員が回

ってきたときに、様々な問題が出てくる

場合があります。また、マンション建設

時の町会とのやりとりの関係で、町会に

入りたいのに入ることができないとい

う世帯もあるとのことで、町会加入に関

することの条例化も含めて対応して欲

しいです。 

 

 

○ 町会加入の問題は全市的に出てきてい

ます。入らない理由は様々ですが、地域

コミュニティを形成している者として、

任意であるとはいえ、町会への加入は必

要なことであると考えています。ただ、

強制ではなくて、行政と地域が協力して

対応することが必要だと考えています。 

○ コミュニティ推進スタッフを、出張所単

位で配置していますが、学校区と行政区

など様々な活動の単位が異なっている

場合もあり、ここの整理も必要だと感じ

ています。 

 

○ 町会は、地域の住民が住みよいまちづくりを目指して自主的に

結成した任意団体であり、町会に加入するかしないかは住民の

自由裁量に委ねられるものですので、町会加入に関して条例に

より規定することは困難です。 

しかしながら、町会加入率の向上は、住みよいまちづくりに

とって重要な要素の一つであると考えておりますので、その実

現に向け、自治振興委員会とも連携を図りながら取り組んでま

いりたいと考えております。 

⑤ 耐震化への取り組みについて 

○ 耐震化の問題について、昭和 56 年以前

 

○ 八尾市の学校施設の耐震化の取り組み

 

○ 本市は、平成２０年３月に「八尾市耐震改修促進計画」を定め、
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の建物に対する市としての取り組みに

ついて。 

 

は遅れていますが、耐震診断を進めてい

ます。災害時の避難場所となっている体

育館を最優先で実施していきます。 

○ 一般住宅については、耐震診断に要する

費用について補助制度を設けています。

今後の方向性については、住宅マスター

プランにおいて八尾市における住宅の

大きな方向性を示しています。平成 23

年度には、民間、公営住宅の新たな方向

性を示したいと考えています。 

平成２７年度までに民間住宅の耐震化率を 90％とする目標を設

定しました。耐震改修を促進するための支援として、耐震診断

補助及び木造住宅の耐震改修補助を設けるとともに、耐震の相

談窓口の設置、市政だより等を活用してＰＲに努めているほか、

耐震化に関するパンフレット等の配布を行っています。 

 

⑥ 既存公共施設の有効活用について 

○ 卓球のチームに所属しています。ここの

地域では、公共施設が充実していました

が、体育会館がなくなり、教育センター

が無くなります。ウィングは３ヶ月前の

予約開始時には、かなりの部分が埋まっ

ています。３月の閉館後に既存の施設を

優先的に使うことはできないでしょう

か。 

 

（中原教育長） 

○ 学校は子どもの教育に資するものなの

で、これに支障がない範囲で活用してい

ただいています。その範囲内で、開放を

さらに進めていきたいのですが、使用マ

ナーが悪く、翌日の授業に支障がでるよ

うなこともあったと聞いています。ま

た、教育サポートセンターは、相談施設

であり、個人情報も多く保管されてお

り、一般開放は管理上の問題も大きいと

考えています。 

 

○ 市立体育館が平成２１年４月以降利用できなくなることに伴

い、卓球については八尾市立総合体育館及びそれまで卓球に利

用できなかった中部広域防災拠点荷捌場を利用していただくこ

とになります。一般市民の方々が既存施設を最大限に活用でき

るように、より一層利便性の向上に努めてまいります。 
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○ 教育センター※は、耐震上の問題もあ

り、すべてが使えません。ウィングの問

題も含めて、施設を最大限に活用できる

ように考えていきたいです。 

※文言修正をさせていただきました。お詫びし

て訂正させていただきます。 

⑦（１）八尾市の市政について（市立病院） 

○ 市立病院の経営は大丈夫なのでしょう

か。八尾市には出産できる病院が少ない

です。赤字が出ても、充実を図るべきで

はないですか。 

 

 

 

○ 市立病院は、大変な状況ではあります。

市立病院は、89 億円の累積赤字があり、

今年の３月末で約 110億近くになる予定

です。医師不足の問題や、約 200 億円の

建設費などが要因としてあります。建物

については、免震構造をとっており、有

事への病床増にも対応できる構造とな

っています。 

○ 病院の経営改善の取り組みを進めてお

り、病床率は 85％ぐらいまで上がってき

ています。病院の医師や医療技術等は良

いので病院を利用していただきたい。 

○ 乳幼児医療制度については、昨年の７月

より就学前までに引き上げました。妊産

 

○ 市立病院の経営は厳しい状況にあり、経営の健全化は喫緊の課

題となっております。そのため、市立病院では、地方公営企業

法に基づき運営しておりますが、地域の中核病院として、市民

の皆様に良質で安全な医療を提供し続けるため、これまで以上

に企業性を十分に発揮出来る体制が必要であると判断し、平成

21 年 4 月より、地方公営企業法の全ての規定を適用する病院と

なりました。 

また、将来にわたり公立病院として市民の負託に応えること

ができるよう、経営基盤の強化を目指し、平成２３年度までに

取組む内容と目標を定めた「八尾市立病院改革プラン」を平成

２１年２月に策定しました。今後も市民医療を守るため、健全

な病院経営に努めてまいります。 

○ 出産につきましては、市内で分娩を取扱っている病院等が３つ

という状況であり、市立病院が果たす役割が大きいと考えてお
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婦健診については、公費負担が、平成 19

年度は１回、平成 20 年度は２回であっ

たが、平成 21 年度には、14 回にし、1

回に 2500 円ずつの助成をしたいと考え

ています。 

ります。市立病院では、全国的な産婦人科医不足のため、分娩

を今以上に受け入れることは困難な状況にありますが、平成 18

年の分娩再開以降、厳しい人員配置の中、可能な限りの分娩を

取扱っており、今後も、引き続き医師確保に努めていきます。 

⑦（２）八尾市の市政について（その３）（学

校施設） 

○ 学校施設については耐震化とともに老

朽化への対応も必要です。 

○ 市庁舎による八尾小学校の環境への影

響については前向きに対応していただ

きたい。 

 

 

○ 耐震補強工事も建替えもそれほど費用

が変わらない場合もあります。基本的に

は、新たに学校を建替えていく方が良い

と考えており、第１弾として山本小学校

を建替えます。 

 

 

○ 学校施設における耐震化が急務であることは認識しておりま

す。そのうえで、今後は、体育館及び校舎の耐震診断を平成２

２年度完了予定であり、耐震補強工事につきましても、耐震診

断結果及び八尾市耐震改修促進計画にもとづき、早期実施に努

めてまいりたいと考えております。 

あわせて、老朽化等に伴う改築改修につきましても、耐震化

規模等を視野に入れ比較検討し、より有効的な工事方法の選択

をするよう関係各課と協議検討しております。 

 

⑦（３）八尾市の市政について（道路、公園） 

○ 八尾市の道路事情は非常に悪いです。 

○ 本町第２公園の清掃の仕方について、地

元とも協議していただきたい。 

 

○ 道路が狭いことは充分承知しています

が、都市計画はすぐに実現できるもので

もないのが実情です。新たに土地を購入

して整備するのは、財政的に大きな負担

 

○ 道路について 

交通事故や渋滞等を解消していくためには、都市計画道路など

の幹線道路の整備が必要ですが、莫大な事業が必要になり現状で

は整備滞っている状況です。今出来る整備としては、既存道路に
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となるので、既存の道路をいかによりよ

くなるように整備するかに力点を置き

たいと考えています。 

○ 本町第２公園については、行政がすべき

もの、地域がすべきものなどの役割を考

えて、良い方向に進めていきたい。 

ついて地域のご意見をお聞きしながら、安全性や利便性を高める

整備を図って行きたいと考えています。 

○ 公園について 

本町第２公園につきましては、平成１９年より愛護活動の協力

を得て管理を行なっています。ご意見を頂いています管理の仕方

については、協議をさせて頂き継続して行きたいと思いますので

宜しくお願いします。 

⑦（４）八尾市の市政について（くらし学習

館） 

○ 婦人会館について、もとは公民館のはず

ですが、いつ名称が変わったのでしょう

か。ぜひ市民に開放していただきたい。 

 

 

○ 婦人会館は、４月からは指定管理者制度

を導入し公民館分館とする条例は廃止

し「くらし学習館」として新たな出発を

します。 

 

 

○ 旧婦人会館は、平成 21 年 4 月より新たな条例を施行し、「八尾

市立くらし学習館」として、市民の生涯学習を推進するととも

に、市民参画と協働のまちづくりに活かすことができる社会教

育施設として運営していきます。 

 


